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                2021 年７月１日発行 

 薬局通信  第 107 号 

                大阪母子医療センター 

 

新規試用または採用、採用区分が変更になった医薬品一覧 

新規試用医薬品 新規採用医薬品 新規患者限定医薬品 

①エピナスチン塩酸塩錠 20mg「ﾄｰﾜ」 

②マブキャンパス点滴静注 30mg 

なし ①ロズリートレクカプセル 100mg 

②エビリファイ錠 1mg 

③エリル点滴静注液 30mg 

④チエペネム点滴静注用 0.5g 

⑤ダーブロック錠 1mg 

⑥リシノプリル錠 5mg｢ﾄｰﾜ｣ 

新規院外専用医薬品 販売中止などにより変更した医薬品 

①ツムラ人参養栄湯エキス顆粒(医療用) 

②レボセチリジン塩酸塩錠 2.5mg「CEO」 

③ベルソムラ錠 15mg 

④アイラミド配合懸濁性点眼液 

⑤ゼビアックスローション 2% 

⑥ゼルヤンツ錠 5mg 

⑦フィアスプ注フレックスタッチ 

⑧メルカゾール錠 2.5mg 

【販売中止・供給停止】 

①メプチン顆粒 0.01% 

②シプロキサン注 200mg 

【後発品切替】 

①オゼックス細粒小児用 15% 

②フロモックス錠 100mg 

③ニゾラールローション 2% 

④ゾシン静注用 2.25 

⑤ファンガード点滴用 50mg 

【その他】 

①沈降破傷風トキソイドキット「タケダ」 

②20%マンニットール注射液「YD」 

 

採用薬品の処方開始は、原則として2021年 7月 1日（木）からなります。 

ただし、採用中止薬、切り替え等は院内在庫薬がなくなり次第実施となりますので開始日が異なる場合があります。 
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薬事委員会からのお知らせ 

販売中止などにより変更した医薬品 

No 院内採用削除薬品名 理由 代替薬名 

1 メプチン顆粒 0.01% 販売中止のため 
プロカテロール塩酸塩 DS0.01% 

「タカタ」 

2 シプロキサン注 200mg 自主回収および供給停止のため 
シプロフロキサシン点滴静注

200mg/100mL「明治」 

3 オゼックス細粒小児用 15% 

後発品へ切替 

トスフロキサシントシル酸塩細粒小児用

15%「トーワ」 

4 フロモックス錠 100mg 
セフカペンピボキシル塩酸塩錠

100mg「ファイザー」 

5 ニゾラールローション 2% ケトコナゾールローション 2%「JG」 

6 ゾシン静注用 2.25 タゾピペ配合静注用 2.25「明治」 

7 ファンガード点滴用 50mg 
ミカファンギン Na 点滴静注用 50mg

「ﾆﾌﾟﾛ」 

8 
沈降破傷風トキソイドキット

「タケダ」 

期限切れに対応するための剤型

変更 
沈降破傷風トキソイド「生研」 

9 
20%マンニットール注射液

「YD」 

20%マンニットール注射液が

結晶化し、液漏れ等で使用でき

ない製品が多発しているため 

マンニットール S 注射液 

 

新規試用医薬品 

① エピナスチン塩酸塩錠 20mg「トーワ」  処方箋医薬品 

（東和薬品株式会社）アレルギー性疾患治療剤 

一般名：エピナスチン塩酸塩 

 

採用理由 

年齢が大きい患者で錠剤の処方が必要であるため。 

 

効能効果 

気管支喘息、アレルギー性鼻炎、蕁麻疹、湿疹・皮膚炎、皮膚そう痒症、痒疹、そう痒を伴う尋常性乾癬 

 

用法用量 

 ①気管支喘息、蕁麻疹、湿疹・皮膚炎、皮膚そう痒症、痒疹、そう痒を伴う尋常性乾癬 

     通常、成人にはエピナスチン塩酸塩として 1 回 20mg を 1 日 1 回経口投与する。 

     なお、年齢、症状により適宜増減する。 

  ②アレルギー性鼻炎 

     通常、成人にはエピナスチン塩酸塩として 1 回 10〜20mg を 1 日 1 回経口投与する。 

     なお、年齢、症状により適宜増減する。 
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処方区分：院内・院外処方可 

長期投与の可否：可 

薬価：27.70円/錠 

 

 

② マブキャンパス点滴静注 30mg  処方箋医薬品 / 生物由来製品 / 劇薬 

（サノフィ株式会社）抗悪性腫瘍剤／ヒト化抗 CD52 モノクローナル抗体 

一般名：アレムツズマブ(遺伝子組換え) 

 

採用理由 

同種造血幹細胞移植の前治療薬として使用可能になったため。 

 

効能効果 

再発又は難治性の慢性リンパ性白血病、同種造血幹細胞移植の前治療 

 

用法用量 

①再発又は難治性の慢性リンパ性白血病 

通常、成人にはアレムツズマブ（遺伝子組換え）として 1 日 1 回 3mg の連日点滴静注から開始し、1 日

1 回 10mg を連日点滴静注した後、1 日 1 回 30mg を週 3 回隔日に点滴静注する。ただし、投与開始

から 12 週間までの投与とする。なお、患者の状態により適宜減量する。 

（次ページに続く） 

②同種造血幹細胞移植の前治療 

通常、成人にはアレムツズマブ（遺伝子組換え）として 1 日 1 回 0.16mg/kg を 6 日間点滴静注する。 

 

処方区分：院内処方可 

長期投与の可否：該当しない 

薬価：90,907 円/瓶 

 


